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課題研究要旨

上川北部看護職員確保対策の取り組み 年間の総括
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１．研究目的

上川北部地域では名寄保健所が参集する「上川北部地域看護職員確保対策にかかる企画検討会議」が企画

した独自の活動を平成 年度より開始し、年を追って活動の幅を増やしながら継続的に取り組みを続け、現

在に至っている。平成 年より開始した従事者届の分析に続き、平成 年より発行を開始した「上川北部

地域看護職通信」は今年度第 号を迎えた。平成 年度より開始した「看護系進学者のための高校生応援

講座」は年 回 月に看護系進学が決まった高校生を対象に実施し、今年度が 回目の開催であった。これ

らの活動は北海道内で先進的な看護職員確保対策として知られるようになっている。今回の研究活動は、こ

れまで 年間にわたる取り組みについての総括を行うことを目的とする。

２ 研究内容

今回取り組んだ内容は以下の通りである。

１）調査活動

企画検討会議のメンバーによる座談会

過去の企画検討会議メンバーへのインタビュー

高校生応援講座 ・ 会でのグループインタビュー

２）従事者届の分析

年分の分析および 年～ 年の経年的分析

３）「上川北部看護職員確保対策のあゆみ」の発行

上記 ） ） ）の結果を含め、これまでの活動をまとめた冊子の編集および発行

冊子は、印刷製本と同時に、名寄保健所のホームページに 形式で掲載することにより、他の地域への

内容の周知を図ることとする。

３ 研究活動の意義

地域の関係機関による看護職員確保対策は、他の地域には例がない。これまでも北海道内各地より問い合

わせが来るなど注目されているため、経年的な経過やその成果を幅広い資料と共に公表できる形にまとめる

ことは、北海道内のみならず全国の看護職員確保対策の１つの方策として寄与することができると考える。

また、看護職員だけでなく、市民を含む関係諸機関とも正確なデータのもとで話し合うことができるため、

現在の看護職員確保対策が今後の保健医療福祉に従事する専門職の確保対策や、この地域の労働者確保対策

など、幅広い内容へと応用されていくよう発展していくことが期待される。
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